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論 文 内 容 の 要 旨
犬を用いて肝動脈遮断後の肝内門脈循環を血管造影剤の使用によるレントゲン撮影法により追求した｡
実験方法 :肝動脈遮断前と遮断後30分～3時間を経て, 76% U rografin を門脈より約 5 秒 間 で注入
し, その後 5分を経て肝臓部のレントゲン撮影を行ない, 造影剤がなお肝内に残っているか否かを検した｡
U rografin は普通 30秒以内に肝臓を通過し終る｡ このことはイメジ ･ アンプリファイアー透視下で確か
めた｡
肝動脈遮断に際しては, 総肝動脈, 胃十二指腸動脈右胃動脈を結染離断し, 肝門部より流入する動脈血
を完全に遮断するようにした｡ そして肝動脈遮断後ペニシリンを投与 して生存せ しめた犬を門脈犬と呼称
した｡
腹水犬は M c K E E 民法にしたがい, 開胸して下大静脈を狭窄することにより作製した｡
実験には, 正常犬, 門脈犬, 腹水犬を使用した｡ また別にアトロピン, ワゴスチグミン, アドレナリン
をそれぞれ肝動脈遮断後 1- 2時間を経て投与し, 上記方法により撮影実験を行ない, これらの薬品の術
後肝内門脈に及ぼす影響を検討した｡
実験成績 :肝動脈遮断前の実験から, 全例とも注入した U rografin は 5分以内に肝臓を通過し終るこ
とを知ったが, 肝動脈遮断後では正常犬において11例中 6例, 門脈犬では4 例中 1例において門脈循環障
害を来たしたと思われる造影剤の残留像が証明された｡ しかし腹水犬 3 例における実験では肝動脈を遮断
しても造影剤の残留像はみなかった｡ また肝動脈遮断後アトロピン, ワゴスチグミン, アドレナリンを投
与した例にも同じく U rografin の残留像を証明した｡
以上のことより次の結論を得た｡




なお高度となり, ついに肝壊死を発生する｡ よって肝動脈遮断後の肝壊死を防ぐには, 何らかの方法で肝
内門脈血流の障害をできるだけすみやかに回復せしめる必要がある｡




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
肝硬変症の治療法として肝動脈遮断の試みがあるが, 誰しもこの方法が肝壊死をきたすのではないかと
心配するであろう｡その点を実験的に吟味するために,著者は犬を用いて肝動脈を結致 した後の肝内門脈の
循環状態を, 血管造影剤 U rografin を門脈内に注入しレ線的に検査 した｡その結果正常犬では肝動脈を結
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